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に
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四
、
お
わ
り
に

　
一
、
は
じ
め
に

　　
本
稿
は
、
別
稿
⑴

を
受
け
、
沙
石
集
を
研
究
資
料
と
し
て
、
そ
れ
に
お
け
る
希
望

表
現
⑵

の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』⑶
な
ど
に
よ
る
と
、
沙
石
集
は
鎌
倉
中
期
の
仏
教
説
話

集
。
無
住
道
暁
著
、
十
巻
。
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
成
立
。
そ
の
成
立
事
情
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
原
識
語
に
よ
る
と
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
夏
に
起
稿
さ

れ
、
数
年
間
の
中
絶
の
後
に
弘
安
六
年
に
再
び
書
き
継
が
れ
て
、
同
年
の
仲
秋
に
脱

稿
、
そ
の
後
も
絶
え
ず
加
筆
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
霊
験
談
、
高
僧
伝
、
文
芸

譚
、
笑
話
、
庶
民
の
生
活
な
ど
約
一
五
〇
話
の
説
話
を
含
む
。
そ
の
文
体
の
基
本
は

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
り
、
和
歌
と
漢
文
体
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。

　
テ
キ
ス
ト
に
は
、
渡
邊
綱
也
校
注
『
沙
石
集
』（
岩
波
書
店
日
本
古
典
文
学
大
系

85
　
昭
和
四
一
年
五
月
第
一
刷
発
行
）
を
用
い
る
。
そ
の
底
本
は
、
巻
第
一
よ
り
巻

第
一
〇
本
ま
で
は
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
梵
舜
本
（
慶
長
二
年
書
写
、
成
簣
堂
旧
蔵
）、

巻
第
一
〇
末
は
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
本
（
興
譲
館
旧
蔵
本
、
古
鈔
一
二
帖
本
）
を
底

本
と
し
て
い
る
。
翻
刻
に
際
し
て
、
底
本
に
あ
る
振
り
仮
名
は
片
仮
名
の
ま
ま
、
校

注
者
の
つ
け
た
も
の
は
平
仮
名
で
示
さ
れ
、
仮
名
に
漢
字
を
あ
て
た
場
合
は
も
と
の

仮
名
を
〔
　
〕
で
傍
記
し
た
。
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
仮
名
は
正
し
い
仮
名
を

〈
　
〉で
傍
記
し
た
。

　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
沙
石
集
（
以
下
、「
本
書
」
と
略
す
）
に
お
け
る
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
構
成
形

式
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　「
欲
」　
　
　
　
　
　
　
　（
五
四
例
）

　
　「
～
ン
ト
オ
モ
フ
」　
　
　（
七
三
例
）

　
　「
～
ン
ト
ス
」　
　
　
　
　（
六
七
例
）

　
　「
願
」　
　
　
　
　
　
　
　（
五
六
例
）

沙
石
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

柴

　田

　昭

　二

　
　

連

　
　
　仲

　友
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二

　
　「
願
フ
」　
　
　
　
　
　
　（
三
九
例
）

　
　「
欣
フ
」　
　
　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
給
ヘ
」　
　
　
　
　
　
　（
一
四
例
）

　
　「
望
」　
　
　
　
　
　
　
　（
五
四
例
）

　
　「
祈
」　
　
　
　
　
　
　
　（
五
〇
例
）

　
　「
乞
」　
　
　
　
　
　
　
　（
三
〇
例
）

　
　「
請
」　
　
　
　
　
　
　
　（
五
三
例
）

　
　「
求
」　
　
　
　
　
　
　
　（
三
〇
例
）

　
　「
誂
」　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
ホ
シ
」　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
例
）

　
　「
マ
ホ
シ
」　
　
　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
タ
シ
」　
　
　
　
　
　
　（
一
五
例
）

　
　「
バ
ヤ
」　
　
　
　
　
　
　（
一
八
例
）

　
　「
モ
ガ
ナ
」　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
ナ
ン
」　
　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
ま
ず
、
全
体
的
に
、
本
書
に
お
け
る
希
望
表
現
の
用
例
は
豊
富
で
あ
る
。
そ
の

構
成
形
式
の
種
類
も
多
様
に
わ
た
り
、
主
要
な
構
成
形
式
の
数
も
多
量
に
の
ぼ
る
。

具
体
的
に
見
れ
ば
、
仏
教
用
語
と
し
て
の
名
詞
「
欲
」「
願
」
が
多
数
見
ら
れ
る
。
慣

用
形
式
「
～
ン
ト
オ
モ
フ
」「
～
ン
ト
ス
」
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、「
ネ
ガ
ハ
ク
ハ
～
」

は
見
当
た
ら
な
い
。
動
詞
形
式
も
多
く
見
ら
れ
る
。
和
文
形
式
の
形
容
詞
「
ホ
シ
」、

助
動
詞「
マ
ホ
シ
」「
タ
シ
」、
終
助
詞「
バ
ヤ
」「
モ
ガ
ナ
」「
ナ
ン
」が
見
ら
れ
、
助

動
詞「
マ
ホ
シ
」よ
り「
タ
シ
」の
方
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
分
布
を
見
れ
ば
、
名
詞
形
式
、
動
詞
形
式
な
ど
は
偏
っ
て
用
い
ら
れ

る
傾
向
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
終
助
詞
「
バ
ヤ
」
は
巻
一
、
巻
二
、
巻
三
に
見
ら
れ

ず
、
巻
四
に
一
例
の
み
見
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
一
七
例
は
全
部
巻
五
以
後
に
集
中
す

る
。
こ
の「
バ
ヤ
」が
後
半
に
偏
る
こ
と
は
内
容
と
関
わ
り
注
目
に
値
す
る
。

　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
１
、「
欲
」「
～
ン
ト
オ
モ
フ
」「
～
ン
ト
ス
」の
用
法

　　
ま
ず
、「
欲
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
欲
」
は
五
四
例
見
ら
れ
、
そ
の
う
ち
名

詞
用
法
が
五
二
例
、
動
詞
用
法
が
二
例
で
あ
る
。

（
１
）上
代
ハ
人
心
ス
ナ
ヲ（

ホ
）ニ
欲
ナ
ク
シ
テ
、
善ぜ
ん

根ご
ん

ヲ
營
ミ
シ
モ
、
皆
實ま
こ

ト
シ
キ
心
ニ

住
シ
キ
。�

（
巻
第
八
　
三
六
二
頁
）

（
２
）五
欲
ノ
タ
ノ
シ
ミ
、
名
み
や
う

利り

ノ
執し
ふ

フ
カ
ク
シ
テ
、
マ
メ
ヤ
カ
ニ
世
間
ヲ
厭
ヒ
ウ
ト

ム
心
ナ
シ
。�

（
巻
第
一
〇
本
　
三
九
九
頁
）

（
３
）是こ

れ

ニ
似
テ
、
彌
勒
ハ
賢
人
ノ
如
ク
穢ゑ

ど土
ヲ
舍ス
テ

、
彌
陀
ハ
聖せ
い

人じ
ん

ノ
如
ク
欲
界
ニ
イ

マ
ス
。�

（
巻
第
二
　
一
一
九
頁
）

（
４
）サ
レ
バ
貪と

ん

欲よ
く

・
瞋し
ん

恚い

等
ノ
心
ノ
常
ニ
ヲ（
オ
）コ
ラ
ム
人
ハ
、
生し
や
うヲ
經ふ

ト
モ
止ヤ
ミ

難が
た

シ
ト

知し
り

テ
、
恐
レ
ト
ヲ（
ホ
）ザ
カ
リ
、
對た
い
ぢ治
ノ
觀
念
、
滅
罪
ノ
方
法
ヲ
營
イ
ト
ナ
ムベ
シ
。

�

（
巻
第
八
　
三
三
七
頁
）

　
例（
１
）に
お
け
る「
欲
」は
人
間
一
般
の
普
通
の「
欲
」の
意
を
表
す
が
、
例（
２
）

に
お
け
る「
五
欲
」、
例（
３
）に
お
け
る「
欲
界
」、
例（
４
）に
お
け
る「
貪
欲
」は
仏

教
用
語
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
名
詞
用
法
で
あ
る
。

（
５
）高か

う

野や

大だ
い

師し

云い
は
く、「
余
五
八
歳
、
長
夜
ニ
念　ず
二

圓ゑ
ん
に
う融

一

ヲ
、
浮
雲
何い
づ
くノ
處　より
起　る
、
本
是

淨
虛
空
、
欲　　せ

ばレ

知　ら
ん
と

二
　

心
一
ノ

趣　を
一

、三
曜え
う

朗あ
き
ら
かナ
リ
」。

�

（
巻
第
五
末
　
二
五
七
頁
）
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三

沙
石
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

（
６
）利リ

生シ
ヤ
ウ

方ハ
ウ
ベ
ン便
、
七
十
九
年
、
欲　セ

バレ

知　ン
ト二

　

端タ
ン
テ
キ
ヲ
的
一

、
佛ブ
ツ

祖ソ

不フ

傳デ
ン

。

�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
五
九
頁
）

　
例
（
５
）（
６
）
に
お
け
る
「
欲
」
は
漢
文
に
お
け
る
用
法
で
あ
り
、「
心
の
一
趣
を

知
り
た
い
な
ら
ば
、」「
真
実
を
知
り
た
い
な
ら
ば
、」
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
希
望

表
現
の
下
位
分
類
で
は「
願
望
」⑷
を「
説
明
」⑸
す
る
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
～
ン
ト
ス
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
～
ン
ト
ス
」
は
六
七
例
見
ら
れ

る
。
周
知
の
よ
う
に
、「
～
ン
ト
ス
」
は
あ
る
状
況
が
発
生
し
よ
う
と
す
る
「
将
然
」

を
表
す
が
、
以
下
の
例
の
よ
う
な
「
有
情
物
」
の
「
将
然
」
は
希
望
表
現
と
関
連
性
も

あ
る
。

（
７
）心
ヲ
靜
メ
テ
定ぢ

や
うヲ
修
セ
ム
ト
ス
レ
バ
、
林
ニ
鳥
集あ
つ
ま
りテ
喧
カ
マ
ビ
スシ
カ
リ
ケ
リ
。

�

（
巻
第
八
　
三
六
四
頁
）

（
８
）「
汝
ガ
自
害
セ
ム
ト
ス
ル
事
愚ヲ
ろ
かナ
リ
。
昔む
か

シ
國
王
ト
シ
テ
民
ヲ
惱な
や
まシ
タ
リ
シ
報

ナ
リ
。
タ
ト
ヒ
生し

や
うヲ
カ
ウ（
フ
）ト
モ
、
苦く

ハ
遁
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。」

　�

（
巻
第
八
　
三
六
六
頁
）

　
例
（
７
）（
８
）
は
、「
心
静
か
に
禅
定
を
修
行
し
よ
う
と
す
る
と
、」「
あ
な
た
が

自
害
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
愚
か
で
あ
る
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
将
然
の
意
を
も
ち

い
ず
れ
も
希
望
表
現
と
関
連
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、「
～
ン
ト
オ
モ
フ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る

「
～
ン
ト
オ
モ
フ
」は
七
三
例
見
ら
れ
る
。

（
９
）佛ぶ

つ
じ
よ
う乘ノ
妙た
へ

ナ
ル
衜
ニ
入い
ら

シ
メ
、
世
間
淺
近ご
ん

ノ
賤
キ
事
ヲ
譬タ
ト
ヘト
シ
テ
、
勝
し
ょ
う

義ぎ

ノ
深

キ
理

こ
と
わ
りヲ
知し
ら

シ
メ
ン
ト
思
フ
。�

（
序
　
五
七
頁
）

（
10
）「
彼　　の
詞こ
と
ばワ
ス
レ
ガ
タ
キ
故
ニ
、
兄
ヲ
助た
す
けム
ト
思
フ
」。�

（
巻
第
三
　
一
五
七
頁
）

　
例（
９
）（
10
）は
文
末
で
言
い
切
り
の
形
で
あ
る
。
例（
９
）は「
真
実
の
深
い
理

を
広
め
た
い
と
思
う
。」「
兄
を
助
け
た
い
と
思
う
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も

省
略
さ
れ
た
一
人
称
の「
願
望
」を「
表
出
」⑹
す
る
用
法
で
あ
る
。

（
11
）是こ

れ

ハ
人
ノ
心
ヲ
直す
ぐ

ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
思ヲ

ボ
シ
メ食

ス
故
也
。�

（
巻
第
一
　
六
〇
頁
）

（
12
）サ
レ
バ
、
佛
性
ヲ
ア
ラ
ワ（

ハ
）サ
ン
ト
思
ハ
ン
人
、
慈
悲
ヲ
心
ニ
習
ヒ
好こ
の
むベ
キ
ナ

リ
。�

（
巻
第
五
本
　
二
〇
八
頁
）

　
例
（
11
）（
12
）
は
連
体
修
飾
語
の
形
で
あ
る
。「
人
の
心
を
素
直
な
も
の
に
し
た

い
と
お
思
い
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。」「
仏
の
性
を
表
し
た
い
と
思
う
人
は
」
の
意
と

解
さ
れ
、
い
ず
れ
も「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
13
）自じ

在ざ
い

ノ
妙め
う
ら
く樂
ヲ
ヱ（
エ
）ム
ト
思
ハ
ヾ
、
行ぎ
や
う
ぢ
う
ざ
ぐ
わ

住
坐
臥
妄
念
ヲ
ユ
ル
サ
ズ
シ
テ
、
本
心
ヲ

明あ
き
らム
ベ
シ
。�

（
巻
第
三
　
一
六
四
頁
）

（
14
）「
セ
メ
テ
ハ
名み

や
う
じ
ば
か
り

字
斗
ヲ
モ
唱
ヘ
ム
ト
思
ヘ
ド
モ
、
ウ
ル
ワ（
ハ
）シ
ク
モ
イ
ワ（
ハ
）レ
ズ
。」

�

（
巻
第
七
　
三
一
五
頁
）

　
例
（
13
）（
14
）
は
従
属
節
の
形
で
、「
自
在
の
妙
法
を
得
た
い
と
思
う
な
ら
ば
、」

「
せ
め
て
陀
羅
尼
の
名
字
だ
け
で
も
唱
え
た
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、」の
意
と
解
さ
れ
、

い
ず
れ
も「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
２
、「
願
」「
願
フ
」の
用
法

　
ま
ず
、
名
詞
「
願
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
願
」
は
五
六
例
見
ら
れ
、
す
べ
て
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四

佛
教
用
語
で
あ
る
。

（
15
）本ほ

ん

師し

阿あ

み

だ
彌
陀
ノ
本ほ

ん

願ぐ
わ
んヲ

賴た
の

ミ
、
實ま
こ
とノ
心
ア
リ
テ
念
佛
ヲ
モ
申
サ
バ
、
イ
カ
ニ
イ

ト
ヲ（

ホ
）シ
ク
モ
覺ヲ
ボ
ヘ、
貴タ
ツ
トカ
ラ
ン
。�

（
巻
第
一
　
八
四
頁
）

（
16
）サ
レ
バ
調テ

ウ

逹ダ
ツ

ガ
六
萬
藏ザ
ウ

ノ
經キ
ヤ
ウヲ
誦ジ
ユ

セ
シ
モ
、
奈ナ

落ラ
ク

ヲ
マ
ヌ
カ
レ
ズ
、
慈ジ

童ド
ウ

ガ
一

念
ノ
悲ヒ

願グ
ハ
ンヲ〔

オ
〕コ
シ
都ト

率ソ
ツ

ニ
生う
ま
れキ
。�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
五
七
頁
）

　
例
（
15
）（
16
）
に
お
け
る
「
本
願
」「
悲
願
」
は
い
ず
れ
も
仏
教
用
語
で
あ
り
、
名

詞
用
法
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、「
所
願
」「
大
願
」「
願
望
」「
宿
願
」「
誓
願
」「
行
願
」

「
心
願
」「
願
力
」「
結
願
」「
願
文
」
が
見
ら
れ
、
そ
の
用
法
は
例
（
15
）（
16
）
と
類

似
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、「
願
フ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
願
フ
」
は
三
九
例
見
ら
れ
、
そ
の
う

ち
連
用
形
名
詞
法
が
四
例
、
実
動
詞
用
法
が
三
五
例
で
あ
る
。

（
17
）願
ヒ
ノ
如
ク
、
ス
コ
シ
モ
タ
ガ
ハ
ズ
念
佛
シ
テ
息
絕た
え

ニ
ケ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

（
巻
第
一
〇
本
　
四
二
七
頁
）

（
18
）其
レ
世
ノ
物
語
、
多ヲ

、
クハ
ヨ
シ
ナ
キ
人
ノ
上
、
ハ
カ
ナ
キ
物
ネ
ガ
ヒ
、
口
ノ
ト
ガ

多
ク
、
意こ

こ
ろノ
望の
ぞ

ミ
フ
カ
シ
。�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
六
〇
頁
）

　
例（
17
）（
18
）は
、「
願
い
の
と
お
り
、」「
と
り
と
め
の
な
い
願
い
、」の
意
で
あ
り
、

名
詞
用
法
で
あ
る
。
仏
教
用
語
と
し
て
神
仏
に
か
け
る「
願
」と
比
べ
、
こ
の「
願
ヒ
」

は
よ
り
広
い
意
味
の
、
一
般
的
な「
願
望
」で
あ
る
。

（
19
）此　の
世　ヨ
ノ
ゾ
メ
キ
ス
テ
ガ
タ
ク
シ
テ
、
榮エ
イ
ぐ
わ華
ヲ
思
ヒ
、
富
貴
ヲ
願
フ
。

　
　
　
　
　
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
巻
第
五
本
　
二
二
二
頁
）

（
20
）コ
レ
ヲ
緣
ト
シ
テ
娑
婆
ヲ
厭イ
ト

ヒ
、
淨
土
ヲ
願ネ

ガ

ヒ
テ
極
樂
ニ
生
ゼ
シ
ガ
如
ク
、　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
巻
第
七
　
三
三
〇
頁
）

　
例（
19
）（
20
）は
、「
富
貴
に
な
る
こ
と
を
願
う
。」「
淨
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
」の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　（21
）只
我わ

が

心
ヲ
恥ハ
ジ

シ
メ
テ
、
今
ヨ
リ
後
、
咎と
が

ナ
ク
罪
ナ
キ
身
ト
ナ
リ
テ
、
淨じ
や
う
ど土
菩ぼ

提だ
い

ヲ
コ
ヒ
願
フ
ベ
シ�

（
巻
第
一
　
七
五
頁
）。

（
22
）但

た
だ
し

自じ
ね
ん然
と
戒か
い
り
き力
ナ
ク
シ
テ
、
凢
下
ノ
者
乞コ

ヒ
ネ
ガ
ヒ願

心
ノ
ナ
キ
ニ
コ
ソ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　（
巻
第
二
　
一
二
〇
頁
）

　
例（
21
）（
22
）は
、「
コ
ヒ
願
フ
」の
形
で
あ
る
。
例（
22
）は
他
本
に
よ
り「
コ
ヒ

ネ
ガ
フ
心
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
淨
土
菩
提
を
乞
い
願
う
べ
き
で
あ
る
。」「
乞

い
願
う
心
を
持
た
な
い
」の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
欣
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
欣
」
は
二
例
見
ら
れ
、
実
動
詞
用
法
で

あ
る
。

（
23
）サ
レ
バ
、
實

ま
こ
と
に

穢
土
ヲ
イ
ト
ヒ
、
マ
メ
ヤ
カ
ニ
淨
土
ヲ
欣ね

が
ふ。

�

（
巻
第
一
〇
本
　
四
〇
一
頁
）

（
24
）凢ぼ

ん

夫ぶ

ノ
智チ

ヱ惠
ナ
ク
シ
テ
、
生
死
ノ
猒イ
ト
フベ
キ
ヲ
モ
不
レ

知　ら
、
菩
提
ノ
欣ネ

ガ

フ
ベ
キ
ヲ

モ
不
レ

知　ら
、
徒
イ
タ
ヅ
ラニ
流ル
テ
ン轉
ス
ル
ガ
如
シ
。�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
四
七
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
例（
23
）（
24
）は
、
漢
字「
欣
」と
い
う
表
記
で「
淨
土
を
願
う
。」「
菩
提
を
願
う

べ
き
こ
と
も
」の
意
と
解
さ
れ
、「
願
フ
」と
同
様
で
あ
り
、
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
給
ヘ
」の
用
法
を
見
る
。
本
書
に「
給
ヘ
」の
用
例
が
多
数
見
ら
れ
る
が
、
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五

沙
石
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

希
望
表
現
と
認
め
る「
給
ヘ
」は
一
四
例
見
ら
れ
る
。

（
25
）「
我ワ

レ

ニ
有う

緣え
ん

ノ
御
舍
利
ヲ（
オ
）ハ
シ
マ
サ
バ
、
其　の
さ
う相
ヲ
示
シ
給
ヘ
」
ト
テ
、
掌
た
な
ご
こ
ろ

ヲ
合
あ
は
せ

テ
祈き

念ね
ん

シ
ケ
リ
。�

（
巻
第
二
　
九
一
頁
）

（
26
）「
南
無
三さ

ん

世ぜ

ノ
諸
佛
、
此
ノ
心
ヲ
照
テ
ラ
シ

給
ヘ
」
ト
云い
ひ

ケ
ル
音こ
（
ヱ
）ヘ
、
忉た
う
り
て
ん

利
天
ヘ
聞
エ

ケ
レ
バ
、�

（
巻
第
九
　
三
九
五
頁
）

　
例
（
25
）（
26
）
は
、「
ど
う
か
そ
の
様
子
を
お
示
し
て
ほ
し
い
。」「
三
世
の
仏
さ

ま
た
ち
よ
、
こ
の
心
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
神
仏
に

対
す
る
祈
り
で
あ
り
、「
希
求
」⑺
を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
３
、「
望
」「
祈
」「
乞
」「
請
」「
求
」「
誂
」の
用
法

　
ま
ず
、「
望
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
望
」
は
五
四
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
連
用

形
名
詞
法
が
六
例
、
実
動
詞
用
法
が
二
五
例
、
助
動
詞
用
法
が
一
例
見
ら
れ
、
熟
語

形
式
の「
希
望
」が
七
例
、「
所
望
」が
一
一
例
見
ら
れ
る
。

（
27
）「
勝

し
よ
う

緣え
ん

ノ
力
ヲ
放ハ
ナ

レ
テ
ハ
、
出
離
ノ
望の
ぞ

解ト
ゲ

ガ
タ
シ
。」�

（
巻
第
一
　
六
三
頁
）

（
28
）「
世
ニ
シ
タ
ガ
ヘ
バ
望
ミ
ア
ル
ニ
似
タ
リ
。」�

（
巻
第
五
末
　
二
五
七
頁
）

　
例
（
27
）（
28
）
に
お
け
る
「
望
ミ
」
は
い
ず
れ
も
「
希
望
」
の
意
を
表
す
名
詞
用
法

で
あ
る
。

（
29
）サ
レ
バ
先せ

ん
ご
ふ業
ノ
感
ズ
ル
所
ニ
任ま
か
せテ
、
非
分
ノ
福
德
ヲ
望ノ

ゾ
マズ

、
心
キ
ヨ
ク
シ〔
テ
〕

天
ノ
與

あ
た
ふ
るニ
隨
フ
ベ
シ
。�

（
巻
第
一
〇
本
　
四
〇
六
頁
）

（
30
）僅
ニ
身
ヲ
タ
ス
ク
ル
衣い

食し
よ
くノ
事
ア
ル
ヲ
、
不
足
ナ
ク
思お
も
ひテ
、
望
ム
心
ナ
ク
ハ
富と
め

リ
。�

（
巻
第
一
〇
本
　
四
〇
八
頁
）

　
例
（
29
）（
30
）
に
お
け
る
「
望
マ
ズ
」「
望
ム
」
は
、
動
作
行
為
を
表
す
実
動
詞
用

法
で
あ
る
。

（
31
）志
ハ
ウ
ト
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
所　　
　ハレ

望　む
菩
提〔
ノ
〕爲
也
。

�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
六
一
頁
）

（
32
）後コ

ウ
ケ
ン賢
ナ
ヲ（
ホ
）シ
明
あ
き
ら
めテ
弘コ
ウ

通ツ
ウ

シ
給た
ま
はバ
所　ナリレ

望　む
。�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
六
一
頁
）

　
例
（
31
）（
32
）
に
お
け
る
「
所
レ

望　む
」
は
、
漢
文
の
語
法
で
表
記
さ
れ
、
こ
れ
は
慣

用
的
な
、
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
33
）伏フ

シ
テ
望ノ

ゾ

マ
ク
ハ
、
檀ダ

ン
ナ那

始シ
ジ
ウ終

宗ソ
ウ
ジ
よ
ウ

乘
ノ
外ゲ

ゴ護
ト
シ
テ
、
令

リ
ヤ
ウ

法ホ
ウ

久ク

住ジ
ウ
バ
ン
カ
ウ

萬
幸
ナ
ラ

ン
。�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
五
八
頁
）

　
例（
33
）は
、
書
簡
の
用
例
で「
望
マ
ク
ハ
～
ン
」の
形
で
、「
望
む
こ
と
は
～
で
あ

り
た
い
」の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
は
助
動
詞
用
法
で
あ
り
、「
願
望
」を「
表
出
」す
る

用
法
で
あ
る
。

（
34
）只
天て

ん

運う
ん

ニ
任ま
か
せテ
、
希け

ま
う望

ノ
心
ナ
ク
、�

（
巻
第
四
　
一
九
六
頁
）

（
35
）頭
ニ
雪
ヲ
頂
キ
、
面
ニ
波
ヲ
タ
ヽ
ミ
ツ
ヽ
、
一
生
ハ
ツ
ク
レ
ド
モ
、
希け

ま
う望

ハ
ツ

キ
ザ
ル
ハ
、
人
ノ
常
ノ
心
ナ
リ
。�

（
巻
第
八
　
三
五
九
頁
）

　
例（
34
）（
35
）に
お
け
る「
希
望
」は「
欲
望
」と
同
じ
意
味
の
名
詞
用
法
で
あ
る
。
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六

（
36
）「
我わ
が
み身
ニ
ハ
別
ノ
所
望
モ
候さ
ふ
らハ
ズ
。
末ま
つ

代だ
い

ニ
菩
提
心
祈
請
ス
ル
人
ノ
候
ハ
ン
ニ
、

衜ど
う

心し
ん

ヲ
給た
び

候
ヘ
」ト
、
申
給
ケ
レ
バ�

（
巻
第
一
　
七
七
頁
）

（
37
）「
汝な

ん
ぢガ
所し

よ

望ま
う

ス
ル
佛
舍
利
、
其　の
傍か
た
は
らニ
臥ふ
し

タ
ル
物
ニ
イ
ヘ
」ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　（
巻
第
二
　
九
〇
頁
）

　
例（
36
）に
お
け
る「
所
望
」は
名
詞
用
法
、
例（
37
）に
お
け
る「
所
望
ス
ル
」は
サ

変
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
祈
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
祈
」
は
五
〇
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
動
詞

連
用
形
名
詞
法「
祈
リ
」が
二
例
、
実
動
詞
用
法「
祈
ル
」が
一
四
例
、
熟
語
形
式「
祈

申
」が
一
〇
例
、「
祈
念
」が
八
例
、「
祈
請
」が
一
二
例
、「
祈
祷
」は
四
例
見
ら
れ
る
。

（
38
）「
ナ
シ
ニ
、
ソ
ノ
糞コ

ヱ

ヲ
持も
つ

ゾ
。
ヤ
レ
、
法
師
ガ
祈い

の
りニ

、
仁に
ん

王わ
う

經き
や
うヲ
ヨ
ム
ゾ
。」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�
（
巻
第
五
本
　
二
一
四
頁
）

　
例（
38
）は
動
詞
連
用
形
名
詞
法
で
あ
る
。

（
39
）神
呪
を
持た

も

チ
、
名
み
や
う

號が
う

ヲ
唱と
な
へテ
、
魔ま

界か
い〔
ノ
〕
障し
よ
う
げ碍
ヲ
拂
ヒ
、
臨
終
ノ
正
念
ヲ
祈

ル
ベ
シ
。�

（
巻
第
二
　
一
一
五
頁
）

（
40
）「
國
ヲ
祈イ

ノ

リ
民タ
ミ

ヲ
安ヤ
ス

ク
シ
、
災
ワ
ザ
ハ
イヲ
除ノ
ゾ

キ
福
サ
ヒ
ハ
イヲ
招マ
ネ

ク
事
、
上
代
ヨ
リ
密ミ
ツ
シ
ウ宗
ヲ
勝ス
グ

レ

タ
リ
ト
ス
。」�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
五
〇
頁
）

（
41
）同
ジ
行ぎ

や
う
ご
ふ業ヲ
菩
提
ニ
向ム
ケ

テ
廻エ
カ
ウ向
シ
、
叶か
な

ハ
ザ
ラ
ン
マ
デ
モ
、
衜だ
う

心し
ん

ヲ
バ
祈
リ
申

ま
う
す

ベ
キ
也
。�

（
巻
第
一
　
七
四
頁
）

　
例（
39
）（
40
）（
41
）は
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
42
）心
憂ウ

ク

覺お
ぼ
えケ
レ
バ
、
神じ
ん
ぐ
う
じ

宮
寺
ニ
參さ
ん
ろ
う籠
シ
テ
、
藥
師
如
來
に
祈き

念ね
ん

ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　（
巻
第
二
　
九
四
頁
）

（
43
）弟
子
共
丁
寧
ニ
祈き

せ
い請

シ
ケ
ル
ニ
、
夢
ニ
、
先せ
ん

師し

鬼き
じ
ん神
ノ
形
ニ
テ
來
レ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　（
巻
第
五
本
　
二
〇
二
頁
）

（
44
）「
モ
シ
ヤ
ト
先
ヅ
祈き

た
う禱

シ
、
大
般
若
ヲ
信
讀
ニ
ヨ
ミ
タ
ク
存
ぞ
ん
じ

候
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

（
巻
第
七
　
三
二
二
頁
）

　
例（
42
）（
43
）（
44
）に
お
け
る「
祈
念
」「
祈
請
」「
祈
祷
」は
熟
語
用
法
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
サ
変
動
詞
の
形
で
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
例（
42
）（
43
）（
44
）に
お
け
る「
祈
念
」「
祈
請
」「
祈
祷
」は
熟
語
用
法
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
サ
変
動
詞
の
形
で
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
乞
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
乞
」
は
三
〇
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
実
動

詞
用
法
の「
乞
フ
」が
一
七
例
、
熟
語「
乞
食
」が
一
〇
例
、
熟
語「
乞
匃
」が
三
例
見

ら
れ
る
。

（
45
）軈や

が
て而
馳ハ

セ
歸か
へ
りテ
、
乞コ

ウ
テユ

ル
シ
、
相あ
ひ
ぐ具
シ
テ
、
樣さ
ま
ざ
ま

〳
〵
ニ
イ
タ
ハ
リ
、
命
タ
ス
カ

リ
テ
、
遙は

る
かニ
年ト
シ

タ
ク
ル
マ
デ
、
本
國
ニ
有あ
り

ケ
リ
。

�

（
巻
第
二
　
九
七
頁
）

（
46
）「
佛
ノ
弟
子
ハ
人
ニ
物
ヲ
乞
フ
物
也
。
コ
ワ（
ハ
）レ
ジ
」ト
テ
、
ニ
グ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。

�

（
巻
第
八
　
三
六
四
頁
）

　
例
（
45
）
は
他
本
に
よ
り
「
許
し
を
乞
う
」
の
意
と
解
し
、
抽
象
的
な
動
作
を
求
め

る
意
を
表
す
。
例
（
46
）
は
「
物
を
乞
う
」
の
意
と
解
さ
れ
、
具
体
的
な
物
を
求
め
る
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七

沙
石
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

意
を
表
す
。
い
ず
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
47
）大
方
ハ
三サ

ン
ヱ
イ
チ
ハ
ツ

衣
一
鉢
ヲ
以
テ
、
乞コ

ツ
ジ
キ食

頭ヅ

ダ陀
ヲ
行
ズ
ル
コ
ソ
、
佛
弟
子
ノ
本も
と

ニ
テ
侍

レ
。�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
五
三
頁
）

（
48
）三
寶
ノ
福ふ

く
で
ん田
、
父ぶ

も母
師
長
ノ
恩ヲ
ン
で
ん田
、
貧
病
乞こ

つ
が
い匃

ノ
悲ひ
で
ん田
ニ
モ
施せ

セ
ズ
シ
テ
、

　
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
巻
第
七
　
三
〇
八
頁
）

（
49
）大だ

い

内だ
い

裏り

ノ
ツ
イ
ガ
キ
ノ
外
ニ
、
モ
ロ
〳
〵
ノ
非
人
・
乞コ

ツ
ガ
イ丐

・
病び
や
う
し
や者ノ
被れ
レ

出い
だ
さタ

ル
ニ
、
加か

ぢ持
シ
テ
タ
ビ
ケ
レ
バ
、
病
モ
瘉い
え

ニ
ケ
リ
。

�

（
巻
第
一
〇
本
　
四
二
四
頁
）

　
例
（
47
）
に
お
け
る
「
乞
食
」
は
仏
教
修
行
の
一
種
で
あ
り
、
例
（
48
）（
49
）
に
お

け
る「
乞
匃
」は
貧
し
い
物
乞
い
の
人
を
表
す
。
い
ず
れ
も
熟
語
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
請
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
請
」
は
五
三
例
見
ら
れ
る
が
、
多
く
は

希
望
表
現
と
関
係
な
い
用
法
で
あ
り
、
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
の
は
前
出
の
熟
語

形
式
の「
祈
請
」以
外
に
、
一
例
の「
起
請
」が
見
ら
れ
る
。

（
50
）北き

た

野の

ニ
七
日
參
籠
シ
、
起き

請し
や
うヲ

カ
キ
テ
、�

（
巻
第
五
末
　
二
二
六
頁
）

　
例
（
50
）
に
お
け
る
「
起
請
」
は
神
仏
に
奉
る
誓
約
の
文
書
で
あ
り
、
こ
れ
は
名
詞

用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
求
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
求
」
は
三
〇
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
実
動

詞
用
法
の「
求
ム
」が
二
六
例
、
及
び
熟
語
形
式
の「
希
求
」が
二
例
、「
所
求
」が
一

例
、「
欣
求
」が
一
例
見
ら
れ
る
。

（
51
）サ
レ
バ
法
ヲ
說と

き

テ
布
施
ヲ
求
メ
、
行ぎ
や
うヲ
タ
テ
ヽ
供
米
ヲ
取
ル
。

�

（
巻
第
八
　
三
六
六
頁
）

（
52
）上
代
ノ
僧
ノ
官く

わ
ん
ど途
ハ
上う
へ

ヨ
リ
賞
シ
給
フ
。
名
聞
ニ
ア
ラ
ズ
。
近
代
ハ
望の
ぞ
みテ
名
ヲ

求
ム
。
貪
む
さ
ぼ
りテ
利
ヲ
思
フ
。�

（
巻
第
一
〇
本
　
四
二
二
頁
）

　
例
（
51
）（
52
）
に
お
け
る
「
布
施
を
要
求
し
て
、」「
名
聞
を
求
め
る
。」
は
い
ず
れ

も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
53
）希け

ぐ求
ノ
志
深
ク
シ
テ
、
少ス
コ
シキ
ノ
淨じ
や
う
ご
ふ業ア
ラ
バ
、
生
ジ
ツ
ベ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

（
巻
第
二
　
一
一
八
頁
）

（
54
）「
諸

も
ろ
も
ろノ
所し

よ
ぐ求

ヲ
祈イ
ノ
ラン
ヨ
リ
ハ
、
シ
カ
ジ
、
地
藏
ノ
所
ニ
シ
テ
、
一い
ち
じ
き食
ノ
間あ
ひ

ダ
念

誦
シ
、
禮
拜
シ
テ
、
所
願
ヲ
求
メ
ン
ニ
ハ
。」�

（
巻
第
二
　
一
〇
三
頁
）

（
55
）「
餘
ヲ
バ
、
只
仰あ

ふ
ぎテ
信
ジ
テ
、
厭え
ん

離り

穢ゑ

土ど

ノ
思
ヒ
マ
コ
ト
シ
ク
、
欣ご

ん

求ぐ

淨
土
ノ

志
深
ク
シ
テ
、
行
住
坐
臥
ニ
念
佛
シ
テ
、
念
々
ニ
ス
テ
ザ
ル
人
ノ
ミ
ゾ
、
本
願

ニ
可　し
レ

叶　ふ
」ト
ミ
ヘ（
エ
）タ
ル
。�

（
巻
第
六
　
二
七
五
頁
）

　
例（
53
）に
お
け
る「
希
求
」は「
極
楽
往
生
を
願
う
」意
、
例（
54
）に
お
け
る「
所

求
」は「
乞
い
願
う
こ
と
」の
意
、
例（
55
）に
お
け
る「
欣
求
」は「
浄
土
に
生
ま
れ
る

こ
と
を
願
う
」意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
熟
語
形
式
の
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
誂
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
誂
」
は
一
例
あ
り
、
連
用
形
名
詞
法
で

あ
る
。

（
56
）「
此　の
苦
ヲ
救ス
ク
ウベ
キ
ヨ
シ
、
御
ア
ツ
ラ
ヱ（

ヘ
）ア

リ
。」�

（
巻
第
八
　
三
六
一
頁
）
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八

　
例
（
56
）
に
お
け
る
「
ア
ツ
ラ
ヱ
」
は
「
こ
の
苦
か
ら
救
う
よ
う
に
ご
依
頼
が
あ
っ

た
。」の
意
と
解
さ
れ
、
連
用
形
名
詞
法
の
用
法
で
あ
る
。

　
４
、「
ホ
シ
」「
マ
ホ
シ
」「
タ
シ
」「
バ
ヤ
」「
モ
ガ
ナ
」「
ナ
ン
」の
用
法

　
ま
ず
、「
ホ
シ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
形
容
詞
「
ホ
シ
」
は
二
〇
例
あ
り
、
そ

の
う
ち
派
生
語
の「
ホ
シ
サ
」が
三
例
、「
ホ
シ
ガ
ル
」が
三
例
見
ら
れ
る
。

　（57
）日ひ

來ご
ろ

ホ
シ
ト
思お
も
ひケ
レ
バ
、
二
三
坏
ヨ
ク
〳
〵
⻝ク
ヒ

テ
、
坊
主
ガ
祕ひ

藏さ
う

ノ
水み
づ

瓶が
め

ヲ
、

ア
マ
ダ
リ
ノ
石
ニ
打う

ち

ア
テ
ヽ
、
打う
ち
わ
り破
テ
ヲ（
オ
）キ
ツ
。�

　（
巻
第
八
　
三
四
六
頁
）

　
例（
57
）は「
ホ
シ
」の
終
止
形
の
形
で
あ
り
、「
日
頃
か
ら
飴
を
食
べ
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、」の
意
と
解
さ
れ
、
三
人
称
の「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
58
）或　る
俗ぞ

く

士し

ノ
下げ

人に
ん

、
主し

う

ノ
親し

た
しキ

人
ノ
下
人
ノ
、
乘の

り

ヨ
キ
馬
ヲ
持
チ
タ
ル
ヲ
、
ホ
シ

ク
思
ヒ
ケ
ル
儘マ
ヽ

ニ
、�
（
巻
第
七
　
三
〇
三
頁
）

（
59
）此　の
禪
師
、
武
藏
野
ノ
野
中
ニ
テ
、
水
ノ
ホ
シ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
小こ

や家
ノ
ミ
ヘ（
エ
）ケ
ル

ニ
立た

ち

ヨ
リ
テ
、�

（
巻
第
五
　
二
二
九
頁
）

　
例
（
58
）
は
連
用
形
「
ホ
シ
ク
」
の
形
で
あ
り
、「
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た

が
、」
の
意
と
解
さ
れ
、（
59
）
は
連
用
形
「
ホ
シ
カ
リ
」
の
形
で
あ
り
、「
水
が
ほ
し

か
っ
た
の
で
、」の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
三
人
称
の「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用

法
で
あ
る
。

（
60
）ヨ
ソ
ヨ
リ
ホ
シ
キ
物
ト
リ
チ
ラ
シ
ケ
リ
。�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
四
八
頁
）

　
例（
60
）は
連
体
形「
ホ
シ
キ
」の
形
で
あ
り
、「
他
人
が
ほ
し
い
も
の
を
分
け
て
い

た
。」の
意
と
解
さ
れ
、
一
人
称
の「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
61
）「
拙ツ

タ
ナク
不ふ

當た
う

ニ
シ
テ
、
物
ホ
シ
サ
ニ
コ
ソ
候さ
ふ
らヘ
」ト
イ
ヘ
バ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

（
巻
第
一
〇
本
　
四
一
五
頁
）

　
例（
61
）は「
ホ
シ
」に
接
尾
語「
サ
」を
付
け
た「
ホ
シ
サ
」の
形
で
あ
り
、「
理
に

合
わ
な
い
が
、
物
が
ほ
し
く
て
」の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
説
明
」す
る
名
詞
的

用
法
で
あ
る
。

（
62
）「
能の

う

才さ
い

覺か
く

モ
ナ
ク
、
戒
行
・
智
惠
モ
ナ
ク
シ
テ
、
布フ

セ施
ヲ
ホ
シ
ガ
リ
、
供ク

リ
ウ

ヲ

ノ
ゾ
ム
。」�

（
巻
第
一
〇
末
　
四
三
八
頁
）

　
例
（
62
）
は
「
ホ
シ
」
の
派
生
語
「
ホ
シ
ガ
ル
」
の
形
で
あ
り
、「
他
人
の
施
し
を
ほ

し
が
り
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
内
心
の
「
願
望
」
が
外
に
現
れ
て
い
る
動
作
行
為
を
表

す
動
詞
的
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
マ
ホ
シ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
マ
ホ
シ
」
は
二
例
見
ら
れ
、
い
ず

れ
も「
あ
る
」の
未
然
形
に
接
続
す
る
。

（
63
）君
モ
臣
モ
賢
ナ
ル
世
ヲ
コ
ソ
、
ア
ラ
マ
ホ
シ
ク
侍
レ
ト
云
云
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

（
巻
第
三
　
一
四
七
頁
）

（
64
）佛
ニ
ツ
カ
ヘ
バ
、
現げ

ん

世ぜ

安あ
ん

穩を
ん

、
後ご

生し
や
う

善ぜ
ん
し
よ處
コ
ソ
、
ア
ラ
マ
ホ
シ
ケ
レ
ド
モ
、

人　の
こ
こ
ろ
意
、
多お
ほ
くハ
今
生
ノ
樂
ニ
誇ホ
コ
リヌ
レ
バ
、
後
世
菩
提
ノ
勤
ヲ
忘
ル
。

�

（
巻
第
六
　
二
八
三
頁
）

　
例
（
63
）（
64
）
は
地
の
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、「
賢
な
る
世
で
あ
り
た
い
も

の
だ
。」「
現
世
で
の
安
穏
と
後
世
で
の
往
生
こ
そ
を
望
む
が
、」
の
意
と
解
さ
れ
、
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九

沙
石
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

い
ず
れ
も「
希
求
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
タ
シ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
タ
シ
」
は
一
五
例
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
六
例
が
漢
字
表
記
で
あ
る
。

（
65
）「
大
般
若
ヲ
信
讀
ニ
ヨ
ミ
タ
ク
存ぞ
ん
じ

候
。」�

（
巻
第
七
　
三
二
二
頁
）

（
66
）「
馴ナ

レ

〳
〵
シ
キ
申
ま
う
し

事
ニ
テ
候
ヘ
ド
モ
、
承
リ
度た

く

候
」ト
云い
ひ

ケ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
　（
巻
第
八
　
三
五
〇
頁
）

　
例
（
65
）（
66
）
は
「
タ
シ
」
の
連
用
形
の
形
で
あ
り
、「
大
般
若
経
を
正
式
に
読
み

た
い
と
思
う
。」「
知
り
た
く
存
じ
ま
す
。」の
意
と
解
さ
れ
、
一
人
称
の「
願
望
」を「
表

出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
67
）「
往
生
不ふ

定ぢ
や
うナ

レ
バ
、
水
ニ
入い

り

テ
後
、
ナ
ヲ（

ホ
）〳

〵
モ
浮う

き
い
で出

度た

キ
事
ア
ラ
バ
引ひ

く

ベ

シ
、
サ
テ
ハ
引ひ

き

出い
だ

シ
給
ヘ
」ト
テ�
（
巻
第
四
　
一
九
三
頁
）

　
例
（
67
）
は
「
タ
シ
」
の
連
体
形
の
形
で
あ
り
、「
浮
き
上
が
り
た
く
な
っ
た
ら
、」

の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
68
）「
サ
リ
ナ
ガ
ラ
、
ヒ
ト
リ
〳
〵
モ
心
安や

す
くテ
コ
ソ
ア
リ
タ
ケ
レ
バ
、
只タ
ダ

上
リ
給
へ
」

ト
云い

ひ

ケ
レ
ド
モ
、�

（
巻
第
九
　
三
八
五
頁
）

　
例（
68
）は「
タ
シ
」の
已
然
形
の
形
で
あ
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
に
安
心
し
て
い
た
け
れ

ば
、」の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
バ
ヤ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
バ
ヤ
」
は
一
八
例
見
ら
れ
、
和
歌
、

会
話
文
、
心
話
文
に
用
い
ら
れ
る
。

（
69
）矢
ウ
チ
ハ
ゲ
　
ヒ
ヤ
ウ
ト
射〔

イ
〕バ
ヤ
ト
思
ヘ
ド
モ
　
サ
ラ
バ
世
ヲ
ソ
ム
カ
デ
コ
ソ

ア
ラ
メ
　
人
目
ハ
ヅ
カ
シ
思
カ
ヘ
シ
ツ�

（
巻
第
五
末
　
二
三
七
頁
）

（
70
）布
施
ノ
カ
サ
モ
ト
ラ
バ
ヤ
ト
思お
も
ひテ
、「
酒
ハ
ノ
ミ
候
ワ（
ハ
）ズ
」ト
云い
ふ

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　（
巻
第
七
　
三
二
三
頁
）

　
例（
69
）は
歌
謡
の
中
に
お
け
る
用
例
、（
70
）は
心
話
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、

「
矢
を
射
た
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、」「
多
く
の
布
施
を
と
り
た
い
と
思
っ
て
、」
の
意

と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
71
）「
同
ク
ハ
世
間
ニ
ナ
キ
ヤ
ウ
ナ
ル
御
名
ヲ
、
付
ケ
マ
イ（

ヰ
）ラ
セ
候
さ
ふ
ら

ワ（
ハ
）バ
ヤ
ト
思
お
も
ひ

候
」

ト
云
ヘ
バ
、�

（
巻
第
八
　
三
四
七
頁
）

（
72
）「
近　き
比
ヨ
リ
念
佛
ヲ
モ
申
シ
、
善
根
ヲ
モ
營
マ
バ
ヤ
ト
存
ぞ
ん
じ

候
ゾ
」ト
云い
ふ

。

�

（
巻
第
八
　
三
五
八
頁
）

　
例（
71
）（
72
）は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
、「
～
バ
ヤ
と
思
う
」の
形
で
あ
り
、「
名

前
を
つ
け
て
さ
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。」「
善
根
を
営
み
た
い
と
思
う
。」
の
意

と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
73
）「
サ
ラ
バ
ソ
レ
ヲ
見み

候さ
ふ
ら
はバ

ヤ
」ト
云い
ふ

ニ
、�

（
巻
第
九
　
三
八
六
頁
）

（
74
）ア
マ
リ
ニ
貴タ

ツ
トク
覺ヲ
ボ
ヘテ
、「
法
相
ノ
大
事
少セ
ウ
〳
〵々

承う
け
た
まハ
ラ
バ
ヤ
」ト
イ
ヘ
バ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�（
巻
第
一
〇
末
　
四
四
一
頁
）

　
例
（
73
）（
74
）
は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
、
言
い
切
り
の
形
で
あ
り
、「
そ
の
馬

を
見
た
い
。」「
法
相
宗
の
要
諦
を
少
し
な
り
と
も
承
り
た
い
。」の
意
と
解
さ
れ
、「
願

望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。
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一
〇

　
次
に
、「
モ
ガ
ナ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
終
助
詞
「
モ
ガ
ナ
」
は
一
例
見
ら
れ

る
。

（
75
）古
里
ヘ
ユ
ク
人
モ
ガ
ナ
ツ
ゲ
ヤ
ラ
ム
　
シ
ラ
ヌ
山
路
ニ
一ヒ
ト
リ人
マ
ヨ
ウ（
フ
）ト

�

（
巻
第
五
末
　
二
四
〇
頁
）

　
例（
75
）は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、「
古
里
に
行
く
人
が
い
て
ほ
し
い
。」の

意
と
解
さ
れ
、「
希
求
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
ナ
ン
」の
用
法
を
見
る
。
本
書
に「
ナ
ン
」は
一
例
見
ら
れ
る
。

（
76
）「
カ
ク
心

こ
こ
ろ

苦く
る
しク
テ
ス
マ
ン
ヨ
リ
ハ
、
都
ニ
テ
ハ
ト
テ
モ
角か
く

ス
ギ
ナ
ン
」
ト
テ
、

京
ヘ
ゾ
誘サ

ソ

ヒ
ケ
ル
。�

（
巻
第
九
　
三
八
五
頁
）

　
例（
76
）は
、「
都
に
い
れ
ば
な
ん
と
か
し
て
過
ご
せ
て
ほ
し
い
」の
意
と
解
さ
れ
、

「
希
求
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
四
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
沙
石
集
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
と
用
法
を
考
察
し
て
き
た
。
内
容
と

全
体
の
分
量
の
豊
富
さ
と
関
連
し
て
、
用
例
も
豊
富
に
現
れ
る
。
そ
の
希
望
表
現
の

構
成
形
式
の
種
類
は
今
ま
で
考
察
し
て
き
た
仏
教
説
話
と
類
似
す
る
傾
向
に
あ
る

が
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
希
望
表
現
と
し
て
よ
く
見
ら
れ
る
「
ネ
ガ
ハ
ク
ハ
」

が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
希
望
の
助
動
詞
「
マ
ホ
シ
」
よ
り
「
タ
シ
」
が
多
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
時
代
の
傾
向
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
各
構
成
形
式
の
用
方
の
特
徴
に
つ
い
て
い
え
ば
、「
欲
」
は
人
間
一
般
の
「
ヨ
ク
」

と
「
五
欲
」「
貪
欲
」
な
ど
の
仏
教
用
語
の
両
方
を
表
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
音
読

さ
れ
る「
願
」は
仏
教
用
語
を
表
し
、
人
間
一
般
の「
ね
が
い
」は
訓
読
の「
願
ヒ
」で

表
す
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
代
に
多
数
用
い
ら
れ
る
慣
用
形
式
の
「
願

ハ
ク
ハ
～
」は
見
ら
れ
ず
、
同
じ
語
構
成
の「
望
ハ
ク
ハ
～
」が
一
例
見
ら
れ
る
。

　
全
体
的
に
は
、
慣
用
形
式
「
～
ン
ト
オ
モ
フ
」「
望
マ
ク
ハ
～
」
及
び
和
語
の
形
容

詞
、
助
動
詞
、
終
助
詞
は
内
心
の
希
望
を
表
し
、
希
望
表
現
の
中
核
で
あ
る
こ
と
が

今
ま
で
の
考
察
と
一
致
す
る
。

【
注
】

（
１
）
柴
田
昭
二
、
連
　
仲
友
「
希
望
表
現
の
通
史
的
研
究
　
序
説
」『
香
川
大
学
教
育
学
部
研

究
報
告
第
Ⅰ
部
第
109
号
』平
成
12
年
３
月

（
２
）
こ
こ
で
い
う
希
望
表
現
と
は
、
人
の
願
い
望
み
に
関
す
る
、
一
種
の
心
情
的
表
現
形
式

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
、
話
者
自
身
の
動
作
・
状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ

る
も
の
を「
願
望
表
現
」、
他
者
の
動
作
・
状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を「
希
求
表
現
」

と
称
す
る
。
さ
ら
に
、
希
望
を
直
接
発
す
る
場
合
を
希
望
の
「
表
出
」、
そ
れ
以
外
の
問
い

質
し
や
過
去
な
ど
の
場
合
を
希
望
の
「
説
明
」
と
称
す
る
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、「
願

望
」
は
「
～
た
い
」
の
形
で
、「
希
求
」
は
「
～
て
ほ
し
い
」
の
形
で
表
現
す
る
の
が
最
も
一
般

的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
称
現
在
形
形
式「
一
人
称
～
た
い
」「
一
人
称
～
て
ほ
し
い
」

は
そ
れ
ぞ
れ「
願
望
」、「
希
求
」の「
表
出
」で
あ
り
、
一
人
称
の
過
去
形「
一
人
称
～
た
か
っ

た
」「
一
人
称
～
て
ほ
し
か
っ
た
」、
二
人
称
形
式
「
二
人
称
～
た
い
か
」「
二
人
称
～
て
ほ

し
い
か
」、
三
人
称
の「
三
人
称
～
た
が
る
」「
三
人
称
～
て
ほ
し
が
る
」な
ど
の
形
式
は
、「
説

明
」に
あ
た
る
。

（
３
）『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』第
三
巻
　
一
九
八
四
年
四
月
第
一
刷
発
行
　
岩
波
書
店

（
４
）（
５
）（
６
）（
７
）注（
２
）参
照
。
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二
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一
八
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）

10-柴田(縦書).indd   10 2018/09/20   9:46:48


